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第１章 調査の概要 

 

第１節 調査の目的 

 大都市圏では、人口や経済活動の集中により大量の廃棄物が排出されているが、

その一方で、土地が高度に利用されていること等により最終処分場等の処理施設が

不足している。 

 この結果、大都市圏の廃棄物は都府県を越えて広域的に移動して周辺地域で地域

紛争を誘因し、廃棄物の受入制限が進む結果となっており、その対策が課題となっ

ている。 

 そこで、廃棄物の広域移動の実態を把握することにより排出都府県の問題意識を

喚起させ、広域移動している産業廃棄物の主な種類を調査することによりその要因

を分析し、廃棄物広域処分場の計画策定のための基礎資料とすることを目的とした。 

 

第２節 調査の方法 

 １ 廃棄物の広域移動状況の調査方法 

  １）一般廃棄物の広域移動状況の調査方法 

 一般廃棄物については、平成 14 年度に排出された一般廃棄物の最終処分量の

うち、排出都県外の民間業者等に最終処分を委託している量について算定した。 

①一般廃棄物処理事業実態調査結果を基に集計をした。  

②当該調査の調査項目は、ごみの種別（可燃ごみ、不燃ごみ、焼却残渣等）、

処理区分（焼却、資源化、埋立等）、処理量、委託先名（市町村、大阪湾広

域臨海環境整備センター、公社、民間事業者等）、処理・処分施設所在地等

が把握されている。 

本報告書では、大阪湾広域臨海環境整備センターの実績を除いた場合を

基本とし、含んだ場合を併記した。 

 

２）産業廃棄物の広域移動状況の調査方法 

 産業廃棄物については、47 都道府県及び 57 市（政令市、中核市）に対して

アンケート調査を実施した結果を基に、平成 14 年度に排出された産業廃棄物（特

別管理産業廃棄物を含む）のうち、排出都県外の産業廃棄物処理業者に中間処

理、最終処分を委託している量について算定した。  

①アンケート調査は、都道府県及び政令市が要綱等で定める産業廃棄物・特

別管理産業廃棄物処分実績報告書（産業廃棄物処理業者が報告）の集計結

果等を対象とした。平成 14 年度に当該都道府県外から産業廃棄物の処理施

設に搬入された処理実績量について、産業廃棄物の種類別、搬出都道府県
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別、処理内訳別（中間処理、埋立処分、海洋投入）に把握した。  

 

②従って、本調査結果には、排出事業者の最終処分場又は中間処理施設が排

出都道府県外にある場合で、自ら処理した廃棄物の移動量は含まれていな

い。 

③アンケートで回答されたデータについて、搬入都道府県別、排出都道府県

別のマトリックス表を作成し、各都道府県間の広域移動量を把握した。  

④従って、本調査結果は、搬出（広域移動元の排出）した都道府県の実績量

で把握したものでなく、搬入（広域移動先の受入れ）された都道府県の実

績量から広域移動状況をみたものである。 

⑤アンケートで回答の無かった内容については、前年度データを使用する等

の処理をした。 

 

 ２ 廃棄物の排出量及び処理量、最終処分量の把握方法 

  １）一般廃棄物の排出量及び処理量、最終処分量の平成 14 年度の算定 

 一般廃棄物の排出量及び処理量は、一般廃棄物処理事業実態調査（環境省大

臣官房廃棄物・リサイクル対策部廃棄物対策課）に基づく、平成 14 年度実績調

査を用いた。 

 一般廃棄物処理事業実態調査は、全市町村及び廃棄物処理事業を行っている

一部事務組合を対象に行われている。調査票は処理状況調査票、施設整備状況

調査票からなっている。処理状況調査票ではごみ排出の状況、資源化の状況、

処理処分の状況、廃棄物事業経費、ごみ処理の委託状況等を調査し、施設整備

状況調査票では最終処分場の施設概要、残余容量等を調査している。 

 

２）産業廃棄物の排出量及び処理量、最終処分量の平成 14 年度の算定 

 産業廃棄物の排出量及び処理量、最終処分量は、産業廃棄物排出・処理状況

調査（環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部産業廃棄物課）に基づく、平

成 14 年度実績調査を用いた。 

 産業廃棄物排出・処理状況調査は、47 都道府県を対象とした産業廃棄物の排

出・処理状況および活動（経済）量指標を収集し、47 都道府県の排出状況デー

タに、活動量指標による年度補正及び全国平均排出原単位を用いて調査対象業

種の統一を行い、平成 14 年度の産業廃棄物の排出・処理状況を推計されたもの

である。 
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 ３ 広域処理ブロックの設定 

 本調査のとりまとめに使用した広域処理ブロックは、環境省内他報告書等との整

合をとるために、表 1-1 を基本とする。なお、前年度調査（平成 13 年度実績）に

使用した広域処理ブロックは表 1-2 のとおりである。 

  

表 1-1 広域処理ブロック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1-2 広域処理ブロック（前年度調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブロック名 都道府県名

北海道・東北
北海道、青森県、岩手県、宮城県、秋田県、
山形県、福島県、新潟県

関東
茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、
東京都、神奈川県

中部
富山県、石川県、福井県、山梨県、長野県、
岐阜県、静岡県、愛知県、三重県

近畿
滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、
和歌山県

中国 鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県
四国 徳島県、香川県、愛媛県、高知県

九州・沖縄
福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、
宮崎県、鹿児島県、沖縄県

ブロック名 都道府県名
北海道 北海道
日本海側東北 青森県、秋田県、山形県、新潟県
太平洋側東北 岩手県、宮城県、福島県

首都圏
茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、
東京都、神奈川県、山梨県

北陸 富山県、石川県、福井県
東海 長野県、岐阜県、静岡県、愛知県、三重県

近畿
滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、
和歌山県

山陰 鳥取県、島根県
瀬戸内海 岡山県、広島県
四国 徳島県、香川県、愛媛県、高知県
北部九州 山口県、福岡県、佐賀県、長崎県、大分県
南部九州 熊本県、宮崎県、鹿児島県
沖縄 沖縄県


